
一
．
役

職

（
代

表
）

狩
野
雄
一
郎

（
副
代
表
）

伊
藤
涼
子

須
田

博

山
口
幸
男

（
会

計
）

伊
藤
玲
子

西
岡
博
子

（
事
務
局
）

山
口
幸
男

大
澤
清
志

（
監

事
）

柴
田
忠
寛

亀
山
良
三

（
相
談
役
）

鹿
又
ワ
カ

富
永
哲
夫

清
水
正
健

二
、
業
務
分
担

（
統

括
）

狩
野
雄
一
郎

（
市
役
所
関
連
連
絡
調
整
）

狩
野
雄
一
郎

（
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
）

須
田

博

山
口
幸
男

（
団
塊
世
代
地
域
支
援
デ
ス
ク
）

狩
野
雄
一
郎

伊
藤
涼
子

（
八
老
連
）

伊
藤
玲
子

西
岡
博
子

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

山
口
幸
男

柴
田
忠
寛

三
月
四
日
の
定
例
会
に
お
い

て
、
代
表
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

狩
野
雄
一
郎
で
す
。

本
セ
ン
タ
ー
は
今
年
で
設
立

七
年
目
を
迎
え
ま
す
。

平
成
十
九
年
春
、
鹿
又
さ
ん

が
代
表
に
就
任
さ
れ
て
以
来
二

年
間
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

数
、
講
師
登
録
者
数
、
斡
旋
成

約
件
数
と
も
飛
躍
的
に
増
加
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
一
段
と

活
発
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

一
方
、
八
王
子
市
も
年
毎
に

高
齢
化
率
は
高
ま
り
、
本
年
度

中
に
20
％
を
超
え
る
も
の
と
予

測
さ
れ
ま
す
。
元
気
な
高
齢
者

も
ま
す
ま
す
増
え
ま
す
が
、
長

年
培
っ
た
経
験
と
豊
富
な
知
識

や
特
技
を
生
か
し
て
社
会
参
加

を
す
る
活
動
拠
点
と
し
て
「
八

王
子
セ
ン
タ
ー
元
気
」
が
果
た

す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
な
も

の
と
な
っ
て
く
る
も
の
と
確
信

し
ま
す
。

「
八
王
子
セ
ン
タ
ー
元
気
」

は
、
市
か
ら
「
高
齢
者
活
動
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
運

営
業
務
を
受
託
し
て
い
る
団
体

で
す
が
、
法
人
格
を
持
た
な
い

任
意
団
体
と
し
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
の
社
会
参
加

の
活
動
に
関
わ
り
た
い
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
社
会
の
お
役
に
立

ち
た
い
と
い
う
「
志
」
を
持
っ

て
集
ま
っ
た
人
達
に
よ
る
「
有

志
団
体
」
な
の
で
す
。
こ
の

「
有
志
団
体
」
は
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
と
お
互
い
の
信
頼
関
係
だ
け

で
結
ば
れ
て
い
る
団
体
で
す
。

お
互
い
の
自
主
性
を
尊
重
し
、

協
力
し
合
っ
て
、
楽
し
く
、
し

か
も
責
任
を
持
っ
て
活
動
し
て

い
く
こ
と
が
利
用
者
の
信
頼
と

期
待
に
こ
た
え
る
こ
と
に
な
る

と
考
え
ま
す
。

重
ね
て
皆
様
の
ご
協
力
と
お

力
添
え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

独
立
初
代
の
代
表
就
任
と
い

う
重
責
を
担
っ
て
二
年
、
任
期

を
大
過
な
く
全
う
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
献
身
的
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
役
員
の
皆

様
は
じ
め
、
温
か
い
ご
指
導
を

い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
機
関
と

会
員
の
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
高
齢
者
の

社
会
参
加
事
業
の
推
進
を
目
指

し
て
の
様
々
な
取
り
組
み
は
、

シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
全
開
の
活
動
実

績
と
し
て
実
り
ま
し
た
。
登
録

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
76
名
全
員

の
力
と
技
を
結
集
し
た
活
動
が
、

セ
ン
タ
ー
元
気
の
認
知
度
を
拡

大
し
業
績
が
進
展
し
た
成
果
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
後
は
未
開
拓
分
野

で
あ
る
地
域
活
動
へ
の
取
り
組

み
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
高

齢
社
会
で
は
地
域
の
互
助
活
動

や
健
康
長
寿
の
担
い
手
の
人
材

育
成
と
そ
の
活
躍
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
を
痛
感
致
し
ま
し
た
。

今
後
は
私
も
相
談
役
と
し
て
皆

様
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
期

待
に
こ
た
え
る
活
動
に
邁
進
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（１） 第１６号 げ ん き 平成２１年５月

げ
ん
き
八王子センター元気

ＴＥＬ＆ＦＡＸ

042-627-9179

八王子市大横町11-35

セ

ン

タ

ー

元

気

新

年

度

体

制

▽
八
王
子
セ
ン
タ
ー
元
気
の
新
年
度
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

▽
鹿
又
ワ
カ
代
表
が
退
任
し
、
後
任
に
狩
野
雄
一
郎
氏
が
就
任

▽
さ
れ
ま
し
た
。
新
体
制
は
次
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
就
任
の
御
挨
拶

代
表
退
任
の
御
挨
拶

鹿又前代表

狩野新代表



毎
月
最
終
の
金
曜
日
、
十
人

前
後
の
女
性
が
、
大
横
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
「
八
王
子
セ
ン
タ
ー

元
気
」
の
隣
「
サ
ロ
ン
げ
ん
き
」

に
集
ま
り
ま
す
。
「
手
造
り
の

会
」
の
集
ま
り
で
す
。

チ
ャ
イ
ナ
ペ
イ
ン
ト
に
魅
せ

ら
れ
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
も
の
を
見

た
い
、
見
せ
た
い
、
作
り
た
い

と
い
う
の
が
「
手
造
り
の
会
」

の
動
機
付
け
で
す
。
新
し
い
講

師
誕
生
へ
の
期
待
も
あ
り
ま
し

た
。

第
一
回
は
、
平
成
十
九
年
十

月
に
、
動
機
付
け
と
な
っ
た

「
八
王
子
セ
ン
タ
ー
元
気
」
の

登
録
講
師
、
中
雄
久
恵
さ
ん
の

チ
ャ
イ
ナ
ペ
イ
ン
ト
か
ら
始
め

ま
し
た
。
そ
の
後
の
テ
ー
マ
と

講
師
は
次
の
通
り
で
す
。

★
平
成
十
九
年
十
一
月

く
る
み
絵

鈴
木
郁
子

★
平
成
一
九
年
十
二
月

チ
ャ
イ
ナ
ペ
イ
ン
ト中

雄
久
恵

★
平
成
二
十
年
二
月

く
る
み
絵

鈴
木
郁
子

★
平
成
二
十
年
三
月
〜
四
月

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

荒
か
つ
江

★
平
成
二
十
年
五
月
〜
六
月

布
草
履

井
出
寿
美
恵

★
平
成
二
十
年
七
月
〜
九
月

く
る
み
絵

鈴
木
郁
子

★
平
成
二
十
年
十
月
〜
十
二
月

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
（
手
提
げ
袋
）

荒
か
つ
江

★
平
成
二
十
一
年
二
月

折
り
紙

舛
田
初
恵

★
平
成
二
十
一
年
三
月

根
付
け

鈴
木
郁
子

こ
の
あ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
説
明

し
ま
す
。

（
文
責

柴
田
）

日
本
古
来
の
羽
子
板
に
応
用

さ
れ
た
押
し
絵
の
技
法
を
現
代

風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
が

く
る
み
絵
で
す
。

押
し
絵
は
、
綿
を
芯
に
し
て

中
に
入
れ
厚
紙
の
パ
ー
ツ
に
の

せ
、
作
品
に
よ
っ
て
綿
で
高
低

を
つ
け
て
、
縮
緬
や

西
陣
織

り
の
布
で
型
紙
通
り
に
、
の
り
、

コ
テ
を
使
用
し
て
包
み
、
リ
ボ

ン
、
ビ
ー
ズ
等
で
仕
上
げ
た
も

の
で
す
。

く
る
み
絵
は
、
綿
の
代
わ
り

に
ス
ポ
ン
ジ
台
紙
で
、
３
ミ
リ

か
ら
７
ミ
リ
の
種
類
の
も
の
を

作
品
に
よ
っ
て
使
い
分
け
、
ふ
っ

く
ら
と
、
厚
み
を
持
た
せ
、
独

特
な
手
法
で
作
ら
れ
ま
す
。

和
紙
（
一
越
縮
緬
の
よ
う
に

出
来
て
い
る
の
も
あ
る
）
や
布

（
縮
緬
、
西
陣
織
り
、
友
禅
柄
、

羽
二
重
等
）
を
使
い
、
糸
も
針

も
使
わ
ず
ノ
リ
だ
け
で
、
一
つ

一
つ
の
パ
ー
ツ
を
型
紙
の
絵
に

合
わ
せ
て
く
る
み
、
組
み
合
わ

せ
て
立
体
的
な
絵
柄
の
作
品
を

作
り
上
げ
ま
す
。

種
類
も
豊
富
で
、
手
軽
に
作

る
こ
と
が
出
来
、
初
心
者
シ
リ
ー

ズ
か
ら
、
わ
ら
べ
唄
、
心
の
詩
、

歌
舞
伎
、
縁
起
物
、
四
季
折
々

の
物
、
干
支
等
々
、
数
多
く
あ

り
、
和
室
・
洋
室
に
と
ら
わ
れ

ず
に
、
作
品
を
飾
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

外
国
の
方
々
に
も
人
気
が
あ

り
、
お
土
産
に
大
変
喜
ば
れ
て

お
り
ま
す
。

和
紙
の
温
か
み
を
感
じ
人
の

心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
の
が
、

く
る
み
絵
で
す
。
（
鈴
木
郁
子
）

（２） 第１６号 げ ん き 平成２１年５月

講
師
紹
介
シ
リ
ー
ズ

第
七
回

手

造

り

の

会

見
た
い
、
見
せ
た
い
、

今 年 は 丑 年

ありがとう 子年さん

く

る

み

絵

主催 八王子センター元気

１．日時：平成２１年１２月１２日（土）、１３日（日）

午前１０時～午後５時

２．場所：いちょうホール 展示室 １、２

３．内 容：

市内２０以上の高齢者施設の利用者・入居者

の作品を展示し、これを鑑賞しながら、出品

者・ ご家族・スタッフ・指導者等、関心ある人々

と交流しませんか。

むかし若もの ふれあい作品展



第
一
部
は
、
二
階
「
竹
の
間
」

で
午
後
一
時
三
十
分
に
始
ま
り
、

鹿
又
代
表
の
挨
拶
の
あ
と
、
司

会
者
に
よ
る
、
来
賓
、
高
齢
者

施
設
参
加
者
お
よ
び
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
参
加
者
の
紹
介

と
続
き
、
最
後
に
参
加
講
師
の

自
己
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
三
階
「
末
広
の

間
」
に
移
り
、
地
域
別
に
分
け

ら
れ
た
十
人
前
後
の
円
テ
ー
ブ

ル
で
、
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
一
日
目
は
八
テ
ー
ブ
ル
、

二
日
目
は
六
テ
ー
ブ
ル
が
準
備

さ
れ
ま
し
た
。
約
二
時
間
に
わ

た
る
熱
心
な
情
報
交
換
の
後
、

各
テ
ー
ブ
ル
の
代
表
か
ら
短
い

と
り
ま
と
め
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で

し
た
（
順
不
同
）
。

一
、
講
師
に
つ
い
て

・
プ
ロ
を
期
待
し
て
い
る
。
技

術
が
下
手
で
は
困
る
。

・
講
師
か
ら
セ
ン
タ
ー
へ
の
報

告
が
必
要
で
は
な
い
か
。

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
で

技
術
を
披
露
し
た
い
。

・
施
設
側
の
配
慮
も
分
か
っ
て

ほ
し
い
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
楽
し
く
な

け
れ
ば
続
か
な
い
。

・
講
師
間
の
情
報
交
流
が
必
要
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト

制
へ
参
加
し
て
ほ
し
い
。

・
踏
み
込
み
過
ぎ
の
ケ
ー
ス
が

あ
る
。

二
、
施
設
に
つ
い
て

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト

制
に
加
入
し
て
ほ
し
い
。

・
利
用
者
の
情
報
を
事
前
に
教

え
て
ほ
し
い
。

・
施
設
の
評
判
を
利
用
者
に
し

な
い
で
ほ
し
い
。

三
、
セ
ン
タ
ー
元
気
に
つ
い
て

・
講
師
の
Ｐ
Ｒ
、
セ
ン
タ
ー
元

気
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
ほ
し
い
。

・
老
人
会
と
の
協
働
を
し
て
ほ

し
い
。

・
セ
ン
タ
ー
元
気
の
利
用
方
法

を
知
り
た
い
。

・
契
約
期
間
を
事
前
に
決
め
て

は
ど
う
か
。

最
後
に
来
賓
の
皆
様
か
ら
の

ひ
と
こ
と
を
い
た
だ
き
、
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
よ
る
反
省
会
で
次
の
よ
う
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

・
案
内
す
る
施
設
を
絞
っ
て
は

ど
う
か
。

・
講
師
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
の
情
報
交
換
に
絞
っ
て
は

ど
う
か
。

（
文
責

柴
田
）

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
八

日
（
土
）
、
労
政
会
館
で
開
か

れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

八
王
子
市

民
活
動
協
議
会
主
催
の
『
お
父

さ
ん
お
帰
り
な
さ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
』

（
オ
ト
パ
）
も
今
年
で
八
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。
当
日
の
紹
介

団
体
も
三
十
団
体
と
な
り
、
年
々

盛
況
さ
を
増
し
て
き
ま
し
た
。

八
王
子
セ
ン
タ
ー
元
気
の
展

示
紹
介
も
、
た
く
さ
ん
の
レ
ポ
ー

タ
ー
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
と
ど
こ
お
り
な
く
完
了
し

ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
文
責

須
田
）

（３） 第１６号 げ ん き 平成２１年５月

第
五
回

講
師
・
施
設
懇
談
会

参
加
者
百
三
十
名
！

過
去
最
高
！

今
後
の
運
営
方
向

平
成
二
十
年
十
一
月
十
九
日
（
水
）
、
二
十
一
日
（
金
）

の
両
日
、
恒
例
の
講
師
・
施
設
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
百
三
十
名
、
昨
年
の
九
十
九
名
に
対
し
三
十
一

名
の
大
幅
増
加
と
な
り
、
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
情
報
交
換
で
は
、
八
王
子
セ
ン
タ
ー
元
気

に
対
す
る
要
望
と
利
用
方
法
に
関
す
る
質
問
と
が
交
錯
し
、

出
席
し
た
講
師
に
と
っ
て
役
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か

課
題
を
残
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
交
換
の
場

平
成
二
十
年
十
二
月
十
七
日

（
水
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、

大
横
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
末
広
の

間
」
で
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

傾
聴
活
動
の
結
果
「
認
知
症
」

対
応
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
た

た
め
、
認
定
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

伊
藤
憲
彦
氏
が
、
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
修
了
者
を

対
象
に
、
約
三
時
間
に
わ
た
り

講
演
さ
れ
ま
し
た
。

認
知
症
の
基
本
的
特
徴
、
傾

聴
の
際
の
留
意
事
項
、
対
応
例
、

事
例
演
習
、
そ
し
て
質
疑
応
答

と
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、

日
頃
の
悩
み
を
解
消
す
る
絶
好

の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
責

柴
田
）

オ
ト
パ
も
満
八
歳

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
開
催

今
後
に
向
け
て
（
反
省
会
）



介
護
老
人
保
健
施
設
「
ゆ
う

む
」
（
西
寺
方
町
）
の
新
春
恒

例
行
事
に
な
っ
て
い
る
「
初
詣

ド
ラ
イ
ブ
」
は
、
今
年
も
一
月

七
日
（
水
）
に
行
わ
れ
、
セ
ン

タ
ー
元
気
か
ら
十
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
お
手
伝
い
を
し
ま
し

た
。
バ
ス
三
台
に
分
乗
し
た
利

用
者
十
七
名
の
方
々
を
、
職
員

と
一
緒
に
な
っ
て
、
乗
降
時
の

介
助
、
車
内
で
の
お
話
し
相
手
、

下
車
し
て
か
ら
の
付
き
添
い
、

車
椅
子
介
助
を
す
べ
て
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
で
行
う
の
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
役
割
で
す
。
滅
多
に
外
出

す
る
機
会
が
な
い
入
寮
者
の
方
々

が
、
移
り
ゆ
く
街
並
み
を
車
窓

か
ら
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め

て
お
話
し
さ
れ
、
「
多
賀
神
社
」

（
元
本
郷
町
）
に
参
拝
さ
れ
た

後
の
晴
れ
や
か
な
お
顔
を
見
て
、

お
手
伝
い
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ

た
と
思
う
瞬
間
で
す
。

初
詣
に
続
い
て
、
四
月
の

「
夕
焼
け
小
焼
け
の
里
公
園
」
、

六
月
の
「
わ
く
わ
く
ビ
レ
ッ
ジ
」
、

八
月
の
「
夢
美
術
館
見
学
」
な

ど
の
バ
ス
ド
ラ
イ
ブ
で
の
行
事

に
欠
か
せ
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

付
き
添
い
介
助
を
す
べ
て
八
王

子
セ
ン
タ
ー
元
気
が
お
手
伝
い

し
て
い
ま
す
。

（
狩
野

記
）

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ン
堀
之
内

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
の

十
二
月
の
お
誕
生
会
が
、
十
二

月
八
日
午
後
二
時
か
ら
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
五
姫
会
を
ご

紹
介
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
お
誕
生
会
を
華
や
か
に
し
よ

う
」
と
い
う
こ
と
で
、
バ
ラ
イ

テ
ィ
に
富
ん
だ
出
し
物
と
な
り

ま
し
た
。
踊
り
、
南
京
玉
す
だ

れ
、
マ
ジ
ッ
ク
、
ロ
ッ
ク
ソ
ー

ラ
ン
と
大
変
賑
や
か
な
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
最
後
に
お
誕

日
の
皆
さ
ん
と
握
手
を
し
て
、

お
互
い
に
祝
福
し
あ
い
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し

さ
を
痛
感
致
し
ま
し
た
。

（
渡
辺
重

記
）

そ
の
他
に
も
、
「
ハ
イ
ネ
ス

憩
い
の
丘
」
（
初
詣
）
、
「
ぐ

ら
ん
ぱ
ぐ
ら
ん
ま
」
（
ク
リ
ス

マ
ス
）
、
「
多
摩
特
養
老
人
ホ
ー

ム
」
（
ク
リ
ス
マ
ス
）
、
「
真

秀
の
里
」
（
ク
リ
ス
マ
ス
）
、

「
シ
ル
バ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
中
央
」

（
ク
リ
ス
マ
ス
）
等
で
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（４） 第１６号 げ ん き 平成２１年５月

高
齢
者
施
設
で
の
セ
ン
タ
ー
元
気
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
が
、
や
は
り
お
祝
い
に
関
係
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
お
誕
生
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
年
末
年
始
の
お
祝
い
、
初

詣
、
敬
老
の
日
、
等
々
。
今
回
は
、
こ
う
し
た
お
祝
い
の
活

動
を
い
く
つ
か
ご
報
告
致
し
ま
す
。

初
詣
（
車
椅
子
介
助
）

初詣（車椅子介助）

お 誕 生 会

お

誕

生

会

★
「
福
」
は
「
ふ
く
ろ
う
」
に

通
ず
。

江
戸
時
代
に
、
子
供
が
疱
瘡

に
か
か
り
、
魔
よ
け
の
た
め

「
赤
ミ
ミ
ズ
ク
」
玩
具
を
与
え

使
わ
れ
た
も
の
に
、
東
京
雑
司

ケ
谷
の
鬼
子
母
神
の
「
す
す
き

ミ
ミ
ズ
ク
」
が
あ
り
ま
す
。
病

気
の
母
を
孝
行
娘
が
助
け
る
た

め
作
っ
て
売
り
薬
代
に
し
母
の

病
気
を
治
し
た
と
い
う
故
事
に

由
来
し
、
今
で
も
玩
具
に
伝
承

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
各
地
に

は
、
愛
知
県
鳳
来
町
「
ス
ス
キ

の
伝
法
僧
」
、
北
海
道
上
川
郡

新
得
区
「
ス
ス
キ
み
み
ず
く
」
、

広
島
県
佐
伯
郡
吉
和
地
区
「
冠

み
み
ず
く
」
、
同
瀬
野
「
美
々

津
久
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「
ふ
く
ろ
う
」
は
「
福
を
呼
ぶ
」

と
い
わ
れ
縁
起
も
の
で
あ
り
、

「
不
苦
労
」
、
「
苦
労
せ
ず
」

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
世
界

各
地
に
は
、
観
光
地
の
土
産
や
、

置
物
、
切
手
な
ど
多
種
存
在
し

て
い
ま
す
。
！
！

（
田
代
）

★
福
祉
の
現
状

日
本
の
福
祉
行
政
は
欧
州
に

比
べ
ま
だ
ま
だ
の
感
が
あ
り
ま

す
。
老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
病
院
・

ケ
ア
付
ケ
ア
ホ
ー
ム
等
、
い
ろ

い
ろ
な
情
報
が
氾
濫
し
て
い
る

日
本
の
現
状
を
み
る
と
、
お
年

寄
り
自
身
が
楽
し
く
自
分
の

“
生
”
を
謳
歌
し
て
い
る
と
は

思
わ
れ
ま
せ
ん
。
経
済
的
に
も

貧
困
と
格
差
は
深
刻
で
す
。
全

国
で
自
殺
者
数
は
“
三
万
二
千

人
“
、
そ
の
う
ち
１
／
４
の
人

が
高
齢
者
。
交
通
事
故
死
を
上

回
る
数
で
、
ゆ
ゆ
し
き
問
題
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
か
に

窮
乏
生
活
を
送
っ
て
い
る
高
齢

者
が
多
い
こ
と
か
！
！
こ
の
諸

問
題
・
課
題
の
解
決
に
は
行
政
、

行
政
を
動
か
す
の
は
世
論
、
世

論
を
動
か
す
に
は
我
々
の
運
動

で
。
地
域
と
密
着
し
た
運
動
は

必
ず
世
論
の
先
鋒
と
な
り
、
や

が
て
高
齢
者
に
も
”
ふ
く
“
が

お
と
づ
れ
る
で
あ
ろ
う（

鈴
木
恵
）

編
集
員
の
記


